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新しい世紀を迎

 

 明けましておめでとう

くお願いいたします。 

 老人研が生まれ、育ち

革を迫られた 20 世紀が過去

を迎えました。様々な変革

研だけではありません。１

行われ、国立研究期間や国

予定されています。東京都

推進室と福祉局の統合を含

に実施される予定です。こ

暮れに、「福祉改革推進プラ

向の開かれた福祉」を目指

現しようとしています。知

充実や環境の改善などに力

ておられましたが、財政状

重要な課題には投資をする

 老人研では平成１５年

人員の３０％削減の達成が

員の後任が補充できないな

囲気になりがちです。しか

在化する２１世紀の東京都

動が必要不可欠なものであ

これをはっきり認識しても

ることが、老人研を拡充す

変化が求められるときはチ

の研究を真摯に見直し、評

施し、新しい体制をつくっ

老人研が東京都にとって必

とを実証しようではありま

人研に何が求められている

どんな研究が重要なのかを

期的な志向も結構ですが、

果がすぐ見えるあるいは速

向も重要です。我々が日々

を出すことで老人研を大き

紀を老人研の発展の世紀に

 昨年暮れに答申された

（新科学技術基本計画、平

は総額２４兆円を投資して

とするものです。特にバイ
発行・（財）東京都老人総合研究所 広報委員会 平成１３年１月
えて 
所長 鈴木紘一 

ございます。本年もよろし

、発展し、そして様々な変

のものとなり、新しい世紀

を迫られたのは勿論、老人

月６日付で省庁の再編成が

立大学の独立行政法人化も

でも来年度から高齢者施策

め様々な行政改革が本格的

れに先立ち、東京都は昨年

ン」を発表し、「利用者指

し、福祉の新しい改革を実

事は新年の挨拶でも福祉の

を注ぐことを重ねて強調し

況が厳しい折であっても、

という姿勢の現われです。 

度までに都の補助金と研究

求められ、転出した研究職

ど縮小・削減で萎縮した雰

し、高齢社会がますます顕

にとって、老人研の研究活

ることは言うまでもなく、

らえるように我々が努力す

るチャンスに繋がります。

ャンスでもあります。自分

価をし、組織の再構築を実

て結果を出すことによって、

要不可欠な研究所であるこ

せんか。個人個人が今の老

か、将来の老人研にとって

真剣に考えてください。長

自治体の研究所なので、結

さが求められる短期的な志

考え、努力・実行し、結果

く成長させ、新しい２１世

したいものです。 

第二期の科学技術基本計画

成１３年から平成１７年度）

科学技術の振興をはかろう

オサイエンスなど四つの領

域の重点的な推進と科学技術

システムの改革がうたわれて

います。科学技術システムは教

育、人材育成、研究評価を総合

的に改めて評価システムを確

立することを狙っています。研

究者が所属する研究機関が競

争的研究資金の３０％程度を

間接経費として徴収できるよ

うになり、優秀な人材の取り合

いになると思われます。厳しい

反面、実績を出せば必ず報われる時代が来ています。

老人研では今年初めて研究職員全員の評価を行います。

この評価を成功させるか否かは老人研の将来に関わる

重要な問題です。適正な研究評価が出来なければ決し

て立派な良い研究所とは言えないことを肝に銘じてく

ださい。 

 新しい世紀は環境問題、少子高齢化、食糧問題な

ど多くの問題が山積し、変化に富んだものになるでし

ょう。様々な変化を注意深く見つめ、変化に的確に対

処する必要があります。繰り返しになりますが、変化

とチャンスは表裏の関係にあります。チャンスは誰に

も訪れますが、それに気付く人と気付かない人がいま

す。チャンスを的確に捕らえるためには常に明確な問

題意識、目的意識を持つ必要があります。 

 研究で最も重要なのは考えることです。きちんと

考え、アイデアを出し、それを実現するために実験し、

実験をしながらさらに考え、実現するまで根気よく実

験を続ける。実現したらさらにその先を目指して考え

て実験・努力する。研究には思考・実験・根気の三者

とそのバランスが重要です。文献を読んで考えている

だけで実験がおろそかになるのも、また逆に、実験だ

けで試行が欠落しているのも問題があります。失敗に

もくじけずに、常に問題点を念頭に置きながら実験を

続けるには、入念な思考に基づく確信が必要です。実

験に失敗した時、意気消沈するか、努力をしたのだか

らその努力は何時か報われるとプラス思考で前向きに

対処するかで、次の問題への取り組み方は大きく変わ

ります。失敗を恐れず、新しい課題にチャレンジして

自分の潜在能力を引き出してください。 

 知事も年頭の挨拶で衆知を集めてアイデアを出し

挑戦して欲しいと述べておられました。 

 研究所の職員一人一人が明確な目的意識を持って

常に努力し、一歩でも先に進むように心掛けることが

老人研チーム全体のさらなるレベルアップに繋がるこ

とを期待します。 



 
 

 

アイデンティティーの回復を  
今堀和友（名誉所長、東京大学名誉教授） 

  私が老人研の所長を勤めていた時、国立老化

研究所（現在の国立長寿科学研究所）の設立準備

委員の一人に任命された。その初期のある時厚生

省の担当官から、老人研の国への移管の可能性に

ついての相談があった。国が既成の老人研を買い

取れば簡単に国立研究所ができるという虫のいい

考えである。私はまず都がこれをどう考えるかを

確かめる必要があると思い、当時の養育院長、初

澤さんを通じて鈴木都知事のご意向を伺って頂い

たところ「老人研は既に国を代表する老化・老人

問題の研究機関となっているのだから、今更国に

渡す訳にはゆかない」というお答えを頂いた。事

実その通りであって、私は日本を代表して、世界

老人研所長会議に常時出席していたし、米国上院

の老化問題特別委員会において、「日本における老

化研究の現状」と題して証言したりしていた。こ

れらの実績の上に立って始めて米国の NIA と対等

な立場での協定を結ぶことが出来たのである。 

 即ち老人研は、かっては、その存在あるいはア

イデンティティーを国の内外から充分に認められ

ていたのである。しかしもし最近、一部で噂され

るように研究所の存続が問われる向きがあるとす

るなら、それは老人研の存在価値が薄れたためと

考えられるのではなかろうか。それを国立長寿科

学研究所設立の所為にすることは出来ない。国立

長寿科学研究センターの評価委員を勤めている私

はこの研究所の現状をよく知っているが、そのサ

イズにおいて、また研究のメニューの豊富さにお

いて都老人研を遥かに下廻っており、その意味で

老人研を凌駕することはない。しかし残念ながら、

研究所内に漲る熱意と緊張感は逆に老人研を上回

っていると言わざるを得ない。ここに都老人研の

問題があるのではなかろうか。 

 どの研究所でも設立後 30 年も経てばマンネリ

化して活性が落ち目になり勝ちになる。今老人研

に求められるのはその存在価値の回復ではなかろ

うか。そのためには、研究目標の吟味、研究体制

の整備、研究者の意識の改革などが必要になるで

あろう。研究の内容についても、老化に関係する

ものなら何でもよいという安易な考えは捨てて、

学問としてもトップレベルの研究を目指すべきで

あろう。例えば「加齢の本質である生命における

時間軸とは何か」は老化、発生に共通した重大な

生命現象の問題であるが、極めて困難なだけに皆

が容易に手を出さない。しかし老人研が本来やる

べき問題の一つであり、昨今流行のヒトゲノムも

全く手が出せない問題であるだけに本気でやれば

その存在価値は充分認められることになるであろ

う。 

 このように研究目標を決め、それを達成するた

めの体制を作ることが必要である。それを目指し

てプロジェクト制度を作ったが、それは決った研

究目標を達成するため充分作戦計画の練られた研

究協力集団であるべきで、研究の寄せ集めであっ

てはならない。さらには、折角病院やホームと隣

接しているのであるから、その強みを生かして共

同研究プロジェクトを計画すれば、他の追随を許

さない真の老化研究が開花するであろうし、老人

研のアイデンティティーも回復できるであろう。

その日が一日でも早く来ることを心から祈ってい

る。 

 
都立大理学研究科と「教育研究協力に関する協定」を締結

 12 月 26 日、都立大学大学院理学研究科と「教育

研究協力に関する協定書」を締結しました。これに

より、木村遺伝子情報研究部長、腰原栄養学研究室

長、野本中枢神経研究員が４月から都立大大学院理

学研究科の連携大学院教員として教育・研究指導に

当たることになります。今後、さらに他の大学にも

連携を広げていくことが予定されています。このこ

とにより、老人研が若手研究者の育成に貢献し、研

究所を活性化していくことが期待されます。 
協定書を交わす鈴木所長（左）と桑澤都立大理学研究科長（右）



  

成するために新たに設置したもので、既存のＰＥ

Ｔ施設が大規模な工事を行うことなくガイドラ

インを達成する試みとして注目される。 

と講演会が行われた。式典では、安藤研究所副所

長の司会のもとで、鈴木研究所長、前川高齢者施

策推進室長、田中都議会議員、および折茂東京都

本施設を１０年にわたって率いてきた千田ポジ

トロン医学研究部長による「１０周年記念ハイラ

イト」で、１０年間の成果と実績が紹介された。

これは、通常毎年１２月に行っている「本年のハ

イライト」講演を拡大したものである。 

最後に５時３０分より、老人医療センターのレ

ストランにて交流会が行われた。斎藤研究所次長

の司会のもと、本施設開設時に尽力された積田研

究所名誉所長と、共同研究者代表の清澤東京医科

歯科大学助教授がスピーチを行った。祝電も披露

された。林多摩老人医療センター院長の乾杯に続

き、料理を囲んで遅くまで歓談した。 

ポジトロン医学研究施設開設１０周年記念行事 
ポジトロン医学研究部長 千田 道雄 

 ポジトロン医学研究施設は、ポジトロン断層撮

影法（ＰＥＴ）にかかわる研究とその応用を行う

研究兼診療施設である。今年度は本施設が開設さ

れてちょうど１０年にあたり、しかもＰＥＴカメ

ラが更新されたので、そのお披露目もかねて、平

成１２年１２月２６日に開設１０周年記念行事

が行われた。都議会議員、都庁関係者、東京地区

のＰＥＴ関係者、本施設の共同研究者、関連企業、

研究所職員とＯＢなど、８０人あまりが参加した。 

本施設は平成２年８月の開設以来、研究所内外

の研究者が協力し、主に脳を対象としてＰＥＴ技

術の開発とその臨床応用や動物実験を行い、痴呆、

脳血管障害や脳腫瘍などの病態解明と診断の向

上に貢献するなど、幾多の成果をあげてきた。ま

た診療施設としては、東京都老人医療センター、

都立病院、大学病院や一般病院など多くの病院か

ら患者を受け入れてＰＥＴ検査を行ってきた。 

見学会 

そこで開設１０年の節目を迎えるにあたって、

本施設を支援していただいた関係各位に対して

成果を報告するとともに、次の１０年に向けてさ

らなる支援を仰ぐために、１０周年記念行事を行

った。 

 まず３時３０分より見学会が行われた。新しい

人間用ＰＥＴカメラとクリーンルームフィルタ

ユニットが公開され、ポジトロン医学研究部門の

スタッフが案内した。新しいＰＥＴカメラ

（HEADTOME-V）は、１０年間使用した旧型機

（HEADTOME-IV）を東京都の財政支援によって更

新したもので、旧型機とちがって高感度の三次元

収集ができ、視野も広く、全身スキャンが容易に

なるなど、性能が格段によくなっている。また、

クリーンルームは、ホットラボの空気清浄度に関

する日本アイソトープ協会のガイドラインを達 

 

続いて４時１５分より、養育院記念講堂で式典

老人医療センター院長が挨拶をした。講演会は、

式典 交流会 



  

トピックス たった１０ｍ歩くだけであなたの体力がわかる！！ 
～高齢者の新しい運動処方～ 

 運動機能研究室長 青栁幸利

 
 最近、健康の維持増進のために、歩くことが特に注目

されています。私たちは、秋田県南外村や東京都小金井

市の１０年にわたる縦断調査などから、歩行能力（速く

歩けること）が重要だと分かってきました。例えば、若

い人とは対照的に、高齢者では通常あるいは最大歩行速

度が謹直や平衡機能（バランス能力）など一般的な体力

項目と相関が高いことを見いだしました。なお、この２

種類の歩行速度はそれぞれ、スタートからゴールまでの

１１ｍの内、３～８ｍ区間の５ｍを普段の歩きやすい速

さで、あるいは出来るだけ速く歩くのに要した時間から

算出しました。 

 しかしながら、歩行速度と体力の最も重要な指標の一

つである全身持久力（スタミナ）との関係は不明です。

全身持久力とは、具体的には最大酸素摂取量のこと。運

動処方では、最大酸素摂取量は運動強度を設定する上で

基礎となるものです。 

 年々、各地で高齢者を対象とした健康教室が盛んにな

っています。そこではおしなべて、どれぐらいの運動が

自分に合っているかを知るために、脈拍を使う方法が指

導されています。どなたも、目標脈拍数＝安静時脈拍数

＋［最大心拍数（２２０－年齢）］×０．５、というやや

こしい計算式を一度はご覧になったことがあるでしょう。

ただし、果たしてどれだけの方がこのような煩わしいや

り方を好むでしょうか。また、そもそも最大心拍数は２

２０から年齢を引いた数に合致しない場合が多いことが

指摘されています。特に降圧剤など、心拍数を上げにく

くする薬を服用していればなおさらのことで、激しい運

動でも目標脈拍数に達しない可能性があります。 

 これらの問題点をふまえて、自覚的運動強度が指標と

して用いられることもあります。この主観的な尺度は６

～２０の数字で表しますが、６は安静、２０は運動継続

不可能（もうだめ）ということです。健康づくりの運動

強度は、１１（比較的楽である）～１３（ややきつい）

を目安にと言われています。ただし高齢者においては、

自覚的に程良い運動強度であっても、客観的（生理学的）

には相当きついレベルに達している場合が少なくありま

せん。 

 例え運動がからだによいとわかっていてもなかなか始

められなかったり、もし始められても長続きしなかった

りするのは、以上の通り、従来の方法が妥当性と実行可

能性という点から見て不十分であることにも原因がある

と私は考えています。 

 したがって私たちは、最近、次の２つを主な目的とし

て研究を行いました：１）通常あるいは最大歩行速度と

最大酸素摂取量との関係を調べること；２）１）の結果

をふまえて、歩行速度に基づいて適度な運動強度を設定

する新しい方法を開発すること。このために、健康な高

齢者における種々な歩行速度と心血管系機能との関係を

詳細に調べました。以下にその成果の一部をご紹介しま

す。 

歩行速度と最大酸素摂取量 
 現在までの所、筋力と全身持久力を一つの方法で測定

することはできないと考えられています。これは、特に

体力がピークにある（老化の影響を考慮する必要がない）

若い人では、それぞれを限定する因子（筋機能 vs 心肺機

能）が明らかに異なるためです。しかしながら、私たち

の研究において、最大歩行速度は膝伸展力だけでなく最

大酸素摂取量をも良く反映することが明らかになりまし

た（男女とも相関係数は 0.9 前後）。つまり、速く歩ける

高齢者ほど、脚筋力はもとより全身持久力にもすぐれて

いると言うことです。 

また、最大歩行速度の速い人は、それに比例して通常

歩行速度も速いと言うことがわかりました（後者は前者

の 53～54%に相当）。換言すれば、高齢者は無意識に、自

分の体力に見合った速さで普段歩いているということで

す。 

したがって、歩くのがゆっくりに成った、あるいは

そう感じたときは、体力全般が低下していると考えて用

心した方がよいでしょう。 

歩行速度測定の意義 
最近の研究では、歩行速度は健康度にも関係している

ことが分かってきました。速く歩ける高齢者ほど、日常

生活動作能力（自立度）の低下率が小さく、転倒や寝た

きりの発生率が低く、そして余命（健康寿命）が長いと

いう傾向にあります。 

また、本研究で歩行速度と高い相関が認められた最大

酸素摂取量は、生活習慣病や癌罹患（あるいは死亡）の

危険度と密接に関係していることが示唆されています。

疾病予防のメカニズムについては多くの可能性が提示さ

れていますが、一つには、最大酸素摂取量が高い者（換

言すれば適度な運動を規則的に行っている者）ほど免疫

機能にすぐれ、病気になりにくいと考えられています。 

これらのことをふまえて、私は、高齢者における血液

検査など医学的検査を中心とした従来の健康診断を見直

すことを提案しています。高齢者の健康、自立した生活

は、病気のみではなく、加齢に伴う虚弱や低栄養、身体

的な不活発などによっても損なわれます。したがって、

こうした体の弱りを体力測定で知り、健康管理に役立て

る必要があります。私達の研究において、高齢者では歩

行速度が筋力はもとより全身持久力をも良く反映するこ

とが分かりましたので、健康診断でこれを測定する意義

は十分あると言えるでしょう。 

歩行速度に基づく運動強度の決定 
 健康増進のためには、特に老化予防の観点から、適度

な強度で運動することが推奨されています。この運動強

度は、年齢あるいは体力にかかわらず、酸素摂取予備能

（もしくは心拍予備能）の 50%前後に相当します。なお、

予備能とは、安静時酸素摂取量と最大酸素摂取量の差（つ

まり余力）のことです。これの求め方は上述の目標脈拍



  
数の場合と同様です。 

 私たちの研究において、男女の別を問わず、最大歩行

速度と最大酸素摂取量とのあいだに有意な正の相関が認

められました。これにより、各種歩行速度と酸素摂取予

備能（あるいは心拍予備能）の割合とのあいだにも、一

定の範囲内で、直線的かつ規則的な関係が見られました。

つまり、男女差も個人差もほとんどなく、最大歩行速度

の 40～60%での運動はそれぞれ、酸素摂取予備能（ある

いは心拍予備能）の 30～50%に相当しました。したがっ

て、高齢者では、各自の最大歩行速度の 60%前後（もし

くは通常歩行速度の 10～15%程度増しの速さ）で歩くの

が適度な運動であるようです。 

 この歩行速度に基づく新しい運動強度設定法により、

今後は、高齢者に対して簡便に、安全かつ効果的な運動

を処方することが出来るようになると期待しています。 

参考文献 

 青栁幸利監修『高齢者の運動ハンドブック－東京都老

人総合研究所と米国国立老化研究所からの最新理論－』

大修館書店（近刊予定）

 

第６３回老年学公開講座を企画して 

保健社会学部門 杉澤秀博

 

 
2000 年 11 月 25 日午後、板橋区立文化会館で第６３回

老年学公開講座が開かれました。テーマは「中年から老

年にかけての豊かな生活－定年からのお金とくらしと健

康」です。企画にたずさわった一人として簡単に感想を

お伝えします。  

 今回の講座では、より多くの都民に参加してもらうた

め３つの工夫をしました。１つは地元の板橋区と共催と

したことです。研究所は板橋区にありますが、地元の行

政と共催でこのような企画を行なったことはあまりあり

ません。区との連携のもと、区の広報や組織を活用する

ことでより広範囲な住民に参加を呼びかけようと考えま

した。  

 ２つめの工夫は聴衆の年齢層をこれまでの高齢者中心

から中年世代に拡大できないかと考え、テーマを工夫し

た点です。これまでの公開講座では高齢者の要望に応え

るため高齢者が直面している保健・医療・福祉的な問題

を多く取り上げてきました。しかし中年期の人にとって

はこのようなテーマは直面する問題とはいえず、関心が

薄いのではないかと考えました。そこで良い老後を迎え

るには中年期からどのような生活や準備をしたらよいか

という視点から、上記のテーマを設定しました。  

 最後はこれまで平日の午後に開催していた講座を、働

いている中年世代の人たちも参加できるように開催日を

土曜日の１時からとしました。  

 以上の工夫の成果はどうだったのでしょうか。参加者

はこれまでの公開講座の中でも最高の５５０人で、これ

までとは異なる中年の人たちの参加も少なからずみられ

ました。今回の試みはとりあえず成功といっていいと思

います。  

 講演の内容を簡単に紹介してみましょう。安心して老

後を送るための条件として「経済、社会とのつながり」

「家庭」「健康」の３つの課題を取り上げ、それぞれの課

題について 3 人の講師にお話をしていただきました。多

くのデータや実践的な事例を折り込みながら、「経済や社

会とのつながりが高齢者の心身の健康にいかに重要であ

るのか」「ボランティア活動にかかわるための心得」「引

退後の生活に対する男女の考え方の異なり」「疾病の自己

管理の仕方」が紹介されました。関心の高さを反映して、

参加された住民の多くの方から年金、疾患、夫婦関係な

どの多岐にわたる質問がだされました。  

 最後になりましたが、この公開講座を成功させるため

に尽力されました皆様に心より感謝申し上げます。

 



  

「クローン羊は短命？ 
”テロメア”ってなんですか？」 

ちょっと 

Q&A 

臨床病理部門 仲村賢一・下村七生貴 
 

「クローン羊のドリーちゃんのテロメアは通常より

短いと新聞で見ましたがそうなのでしょうか？そう

すると寿命はどうなるのでしょうか？」 
「そうですね。確かにクローン羊のドリーの血液のテロ

メアは、正常の繁殖で生まれた同年齢の羊よりは約20％

短いと報告されています。ご質問のように、テロメアは

寿命に関わっているという考え方があります。これは、1

965年Hayflickがヒト正常細胞の分裂回数は有限である

と発表したことに始まります。DNAは細胞分裂ごとにその

末端にあるテロメア配列を約50から100 bp ずつ短くし、

ヒトではその長さが5-6 kbp の長さになると分裂出来な

くなります。このことからテロメアは「命の回数券」な

どと呼ばれています。 

  ところで、クローン動物とはひとつの細胞の核から個

体に発生した動物で、生まれた子は核を提供した動物と

全く同じ遺伝子を持っています。テロメアに関心を持つ

人々にとって興味が惹かれるのは、ドリーが6歳の成羊体

細胞の核から生まれたというところにあります。即ち、6

歳の体細胞はテロメアが短縮していて、それから生まれ

たドリーはテロメアが短いのではと思われますが、実際

測定したら短かった。即ち「命の回数券」が同年齢の正

常繁殖で生まれた羊より約20％短く、ドリーは1歳で、正

常繁殖の6歳程度の長さでした。加齢に伴うテロメア短縮

も正常繁殖と同じ割合のようであります。従って、羊の

寿命は約15年ですが、単純に考えますと、1996年7月生ま

れのドリーは2006年頃に寿命を迎えるかと思われます。」 

「テロメアの本当の役割って何ですか？」 
「遺伝情報の本体は細胞の核内にある染色体ですが、こ

れがむき出し状態でいると互いに融合したりして非常に

不安定です。テロメアの役割はこの染色体をむき出しに

しないということと考えられています。特に生殖は種の

保存に欠かせませんから、生殖細胞には特別な機構が備

わっています。生殖細胞はテロメレースというテロメア

を伸張させる酵素を持ち、どんなに分裂してもテロメア

は短縮しません。従って、テロメアは遺伝情報を持つ D

NA配列のキャップとして、染色体を厳重に守り続けます。

東工大の石川冬木教授は、「テロメアの最も重要な役割

は、染色体を厳重に守ることで生物の繁殖を絶えず可能

にすることではないか」と考えています。」 

「テロメアが短縮するとどうして細胞は分裂しなく

なるのですか？」 
「テロメアは染色体を保護していると考えられています

が、その末端はループ状を形成していることが最近分か

りました。そしてテロメアが短くなるとこのループが形

成出来なくなり、このことを細胞自身がDNAに傷害がある

と認識し、「もう細胞分裂はしない方が無難」と考える

のではないかとの仮説があります。恐らく、この状態でD

NAを複製しても、染色体が不安定 でいわゆる不良品が出

来る可能性があるということなのでしょう。ループ形成

に関するこのあたりのシグナルのやり取りに関する研究

はホットな分野であります。」 

「テロメアの長さは寿命と関係あるのでしょうか？」 

「テロメアの長さは種によって様々でマウスなどはヒト

より遙かに長いテロメアを持っています。しかし、マウ

スは最長でも36ヶ月位しか生きません。また、ヒトでも

分裂再生しない脳や心筋では、テロメアが加齢に伴って

短くならないのに死を迎えます。従ってテロメアの長さ

は寿命とは関係ないように思われます。分子遺伝学の白

沢室長も臨床病理部門の研究報告会で同様の発言をされ

ています。ところで、生体の組織には網の目のように血

管が走行していることは良くご存じと思います。この血

管の内側には血管内皮細胞という細胞が一層、シートの

ごとく張り巡らされて血管機能の保持に重要な役割を果

たしています。加齢に伴って増加する動脈硬化の4大危険

因子は高コレステロール血症、高血圧、喫煙、糖尿病で

ありますが、これらのリスクファクターは恐らく内皮細

胞に傷をつけ、細胞を更新せざるを得ない状況を招いて

いるでしょう。細胞分裂に限りがあるとしたら、いたず

らに細胞傷害を起こさない方が良いと考えられます。こ

の内皮細胞のテロメアが短縮して分裂出来なくなるとど

うなるのでしょうか。分裂が出来ない状態の内皮細胞で

はその役割は果たせず、前述の動脈硬化を始め3大死因の

2位、3位を占める脳・心の血管障害、特に出血や梗塞を

誘発することになるでしょう。皆さんのお住まいの住宅

でライフライン（上下水道やガス管などの配管）が破綻

すると建物としての機能は大きく損なわれます。年齢を

重ねた体の中でも同様のことが起こっていることが容易

に想像できます。 

   死因に関わる病変の多くは細胞回転の盛んな組織に

多く認められます。3大死因のトップである癌は細胞分裂

の盛んな組織から発生しますが、一般的に癌組織のテロ

メア長は非癌部より短縮しています。慢性肝炎は炎症に

伴う細胞分裂が増える結果、最終的には肝硬変  ・肝癌

に至ると考えられ、慢性肝炎、肝硬変ではテロメアは短

縮しています。これらのことから、我々はテロメアは寿

命に関与する因子の一つであると考えています」 

「私たちの努力で寿命を延ばせますか？」 

「自分自身の中に寿命をコントロール出来る手段を持て

たらどうでしょうか？宗教心は無いのですが畏れ多いこ

とだと思います。 

以下の結果は寿命を考える上でのヒントを示している

かと思われます。加齢に伴う肝組織のテロメア短縮を男

女で比較しますと、男性のばらつきが大きいのに対して

女性のばらつきは小さく、女性のテロメア長は年齢との

回帰直線上に良くのっています（図1）。女性の肝組織の



 
テロメアは加齢に伴い徐々に短縮します。男女間での寿

命の差違などを考慮しますと、逆説的かもしれませんが、

テロメアを規則的に減らすことが長寿の秘訣なのかもし

れないとグラフは言っているように思えます。テロメア

は男女間でのお酒やタバコなどの生活習慣などにも着目

した解析が重要と思われますが、生活習慣や様々な環境

因子によって、その短縮が変動する可能性があるのかも

しれません。課題は山積だが、我が身のテロメアが尽き

そうであります。」

 
 

北欧のバリアフリーを調査 
生活環境部門 北川 博巳

 ９月 27～10 月８日まで、（財）高速道路技術協会の

企画によって、３人で北欧の調査旅行に行ってきまし

た（アドバイス役として）。今回は、見学会のみなら

ず、各国の道路局や関係機関を訪問し、色々な意味で

意見交換ができました。 

＜デザイン＞ 

・ 選択肢の幅が広い・・・駅は改札も無く（一部あ

り）、垂直移動の負担が少ない環境です。会談、エ

レベーター、エスカレーターも分かりやすい位置

にあり、ほぼ同じ動線上に並んでいます。 

・ アクセス性を第一に・・・ストックホルムから空

港を結ぶ電車ができたのですが、駅に降りてエレ

ベーターに乗ったらすぐにチェックイン・カウン

ターに繋がっています。また、ストックホルムで

は降りてすぐにタクシー乗り場に連結しています。 

・ 段差解消は国によって様々・・・スウェーデンで

は、歩道と車道の境目で半分は段差を５cm 程度残

し（視覚障害者が歩道として認識するため）、半分

は車椅子や自転車用に段差のない構造になってい

ました。他国では、日本と同じ切り下げ構造で、

少々の段差を残す形となっていました。 

＜IT 技術＞ 

・ 交通技術関係でも、３国とも IT 技術の活用は盛ん

で、ETC（自動車料金徴収システム）が導入され、

スウェーデンでは、公共交通、道路局、市、スト

ックホルム運輸公社等の交通情報をリアルタイム

で URL 上に流しています。 

＜ノルウェーのロードプライシング＞ 

・ 東京都でも導入が言われている、一般道路でも通

行する際にお金をとるシステムです。市民の抵抗

もあったのですが、道路建設のみならず、料金収

入により、都市インフラ整備が行われているため、

今では好意的です。 

＜スペシャル交通＞ 

・ 乗り降りのしやすい公共交通が整備されており、

多くの高齢者・障害者交通を支えています。さら

に、スペシャル・トランスポート・サービス（公

共交通としての位置づけでタクシーのような乗り

物）もあります。 

＜各種プロジェクト＞ 

・ スウェーデンでは、道路局、県、市、各協会、交

通機関との横の連携がとれていることが印象的で

した。また、大学、研究所、当事者間とも連携が

とれており、対策に活かされています。 

＜研 究＞ 

・ ノルウェーの道路局は、高齢ドライバーに関する

研究を活発に行っています。高齢ドライバーと事

故の問題は日本と同じで、高齢者が歩行中の事故

が多いこと、高齢ドライバーの増加による対策を

どのようにするかが難しいことは一致していまし

た。 

者 
２人目が筆右から



  

知覚機能の減退を含めた形で広く捉えながら、特養や

福祉施設に関する 研究（蓑

関する研究（蓑輪） 

デザインに関する

盤整備に関する研究

生活環境部門とは？ 
生活環境研究室長 溝端光男

『部門の歴史』 

 当部門は、部室制で運営されていた老研設立時(197

2)にはリハビリテ－ション医学部に属し、精神的・肉

体的な障害を持った高齢者を主な研究対象として、日

常生活動作の困難度や褥瘡などの実態分析とその解

消や防止を図る工夫等に関する先駆的な研究を行う

障害研究室としてスタ－トしています。その後、1990

年の組織改正で人間科学・リハビリテ－ション研究系

の１部門として現在の生活環境部門という名称とな

り、林前室長(現国際医療福祉大教授)が部門草創期の

研究活動をリ－ドされました。さらに1998年の組織変

更により人間科学研究系の生活環境部門となり、従来

の障害高齢者やその介護者だけでなく、健康で元気な

高齢者にまで研究対象を拡大しながら、高齢者が活用

し易いモノは多くの非高齢者にとっても利用し易い

という考え方に基づき、全ての生活者にとって望まし

い生活環境を物的環境の側面から創造するための基

礎的な研究に取り組み、現在に至っております。 

『最近の研究概要とスタッフ』 

 最近の研究概要を人間工学・建築学・土木工学とい

う学問領域に分けて申し上げると、加齢に伴う機能減

退を、痴呆等の病的老化の側面に止まらず、視覚等の

グル－プホ－ム、そして住宅などの建築物の建築条件

に関する調査研究、その種の建築物の中で利用する設

備類の諸元に関する調査研究、及び道路等の交通シス

テムや高齢者に優しいまちづくりに関する調査研究

を進めております。こうした多分野に及ぶ研究活動を

行っているスタッフは従前からの研究者を加えれば1

0数名となります。このペ－ジの写真に映っている者

が主なスタッフでして、前列の左から林さん・溝端・

蓑輪さん、後列左から前川さん・北川さんです。その

他に、非常勤の研究者として横浜国大の小滝先生や名

古屋女子大の中先生、岩手県立大の狩野先生、秋田大

の木村先生、研究生等としては先の林さん以外に、目

黒さん、野村さん、堀端さん等と共に活動しています。 

『個々の研究テーマ』 

○痴呆性高齢者のための

輪、前川） 

○住宅改造に

○グル－プホ－ムに関する研究 

○元気高齢者に対する都市施設の

実験的研究（北川、溝端他） 

○移動制約者を考慮した都市基

－福祉のまちづくりに関する研究－（部門全員） 

 

    前川    北川 
  林   溝端室長   箕輪 



  
分子遺伝学部門とは？

分子遺伝学部門 中島光業 
当部門は、１９９８年に神経生理部門を引き継ぐ形

でスタートしました。白澤卓二先生が１９９７年に神

経生理部門長として室長に昇任され、研究内容に即し

た部門名と言うことで分子遺伝学部門に名称変更さ

れました。 
室員は、分子生物学を専門とする白澤卓二室長、生

化学を専門とする清水孝彦研究員、細胞生物学を専門

とする中島光業研究員、生化学を専門とする小河原緑

研究助手の４名です。所属は異なりますが、発生生物

学を専門とする高橋真由美研究助手（超微形態部門）

も、毎日一緒に研究しています。さらに、千葉大学（鈴

木、玉置）、順天堂大学（森本、森尾、池上）、東京医

科歯科大学（中井）の大学院生が夜遅くまで研究に励

んでいます。また、声楽を専門とする南雲房江さんは、

アルバイトとして研究室を支えてくれています。 

当部門の研究内容は大きくまとめると３つになり

ます。 

１．アルツハイマー病研究： 

アルツハイマー病患者の脳には、老人斑という沈着物

が多数存在します。その主成分であるアミロイドβ蛋

白質は、カルボキシル化やイソ化などさまざまな化学

修飾を受けることが知られていますが、当部門ではイ

ソ化に注目して研究を進めています。これまでにイソ

化蛋白質を修復する酵素(PIMT)の欠損マウスの作成

に成功しており、現在も解析を続けています。一方で、

アルツハイマー病原因遺伝子の１つであるプレセニ

リン１の欠損マウスの作成にも成功しており、２つの

方向からアルツハイマー病の発症機構を解析してい

ます。 

２．長寿研究： 

 ヒトを含めた哺乳類の寿命について、遺伝学的観点

から研究を進めています。哺乳類の寿命を制御する遺

伝子は今のところ見いだされていません。しかし線虫

では、寿命を制御する遺伝子がいくつか見つかってい

ます。当部門ではその中の２つの遺伝子 daf-2 と clk
に注目し、それらに相当する遺伝子を改変した２種類

のマウスの作成に成功しました。今後これらのマウス

の解析を進めて、哺乳類の寿命が線虫と同じように遺

伝子改変によって制御可能であるか否か、検討する予

定です。 

１． その他の研究： 

 当部門では、整形外科を専門とする大学院生には多

発性外骨腫関連の研究テーマを、内科を専門とする大

学院生にはヘモグロビン症関連の研究テーマを与え、

分子遺伝学的に研究を進めています。 

 以上のように、当部門では高齢者に関わる課題を中

心に、モデル動物づくりとその解析を基本スタイルと

して研究を行っています。 

 研究を効率よく推進させるには、先見性ある研究テ

ーマ、十分な研究費、若いマンパワーが必要なことは

言うまでもありませんが、もう一つ重要なことは日々

の研究の適切な舵取りであろうかと思われます。当部

門では、毎朝１時間～１時間３０分かけてミーティン

グを行っています。前日の実験の経過報告と今後の対

策、オリジナル文献の紹介、事務連絡等がおもな内容

です。 

 医学・生物学研究の世界に限らず、社会的にもゲ

ノムという言葉が使われる時代になりました。私た

ちは、高齢化・老化研究に置いても、分子遺伝学的

アプローチが重要な位置を占める日が来ると信じ

てやみません。 

 

南雲    森尾   本田    中井   小河原   玉置 
     清水         白澤室長       中島 



  

委員会報告 
付属診療所短寿命補写生薬剤臨床利用委員会（第１３回）の開催報告  

本委員会は、附属診療所（ポジトロン医学研究施設）におい

て PET 検査のために人間に使用する放射性薬剤の安全性と

有効性および臨床使用方法について審議し、適当と見なした

放射性薬剤の臨床使用を承認している。 

開催日：平成１２年１２月１日（金） 

出席者：委員：安藤進（診療所長＝委員長）、千田道雄（ポ

ジトロン医学研究部長）、鈴木捷三（アイソトープ研究室長）

高橋龍太郎（看護ヘルスケア研究部長）、石渡喜一（ポジト

ロン医学研究部門主任研究員）、三谷和子（老人医療センタ

ー神経内科医師）、佐藤満稀子（老人医療センター薬剤科長）、

荒野泰（千葉大学教授＝外部委員）、田中彰（元昭和薬科大

学教授＝外部委員）、 

関係者：石井賢二（ポジトロン医学研究部門）、佐々木徹（ポ

ジトロン医学研究部門） 

議事： 

・報告事項 
 平成１２年度の臨床薬剤供給について実績と品質検定結

果が提出され、収量・品質とも問題なかった旨、報告があっ

た。また開設以来の放射性薬剤別の臨床使用件数についても、

報告があった。 

・審議事項 
 ドーパミントランスポーターのリガンドでドパミン系節

前機能を評価できる「１１C-CFT」、ドパミン D1 受容体のリガ

ンドの「１１C-SCH23390」、およびヒスタミン H1 受容体のリ

ガンドの「１１C-ドキセピン」が提案された。審議の結果、

臨床使用実績が他施設で十分あって、合成成績も問題ないの

で、安全性と有効性に問題なしとして、いずれも原案通り承

認された。 

 シグマ１受容体リガンドの「１１C-SA4503」は前回の委員

会で世界で初めての放射性薬剤として承認されたものであ

る。その後行われた健常人ボランティアの結果が報告され、

安全で有用であることが確認されたので、臨床使用の対象を

拡大することが承認された。

マスコミ取材

精神医学研究部門 矢冨直美研究員 

NHK「クローズアップ現代」平成１２年１２月７日（木）

放送 

アイソトープ部門 本田修二研究員 

月刊「ニュートン」 平成１２年１２月号 

分子遺伝学部門 白澤卓二研究室長 

週刊「宝島」平成１２年１２月２０日号 

 

地域保健部門 熊谷修研究員 

日本経済新聞 平成１２年１２月１７日（日） 

地域保健部門 渡辺修一郎研究員 

BS 朝日「ビーエス朝！」平成１２年１２月２８日（木）

放送 

分子遺伝学部門 白澤卓二研究室長 

NHK ハイビジョン（デジタル放送）「これが 2000 年の日本

人!?」平成１２年１２月２８日（木）放送 

 

（財）東京都老人総合研究所の小冊子＞ 
「サクセスフルエイジングをめざして」～“元気で長生き”のための一冊～  
 本冊子は、（財）東京都老人総合研究所の長期プロジェクト「中年からの老化予防総合的長期追跡研究」の医学班の研究成

果をわかりやすくまとめたものです。「元気で長生き」のためのバロメーター、食生活、体力づくり等について説明していま

す。 

 販売・問い合わせ先：（財）東京都老人総合研究所 管理課調査係（Tel. 03-3964-3241 内線 3008） 

 
 

私たちの研究を支えてください ＜寄付金募集＞ 
 東京都老人総合研究所では、研究活動の基盤安定のため、皆さまからの寄付を歓迎いたします。東京都老人総合研究所は、

所得税法および法人税法上の特定公益増進法人です。寄付金控除または損金算入などの税法上の特典が受けられます。   

 連絡先: （財）東京都老人総合研究所 管理課調査係（Tel. 03-3964-3241 内線 3008）e-mail:chosa@tmig.or.jp 
 

編集後記 老人研では、ここ何年か、底の見えない状態が続いています。おそらく誰もがこの不確定な状況に戦々

恐々としたり、うんざりしているかと思います。でも、今年の夏くらいには新しい底（土台）がはっきりしそうです。な

かなか明るさの見えない老人研ですが、本誌の方は一足お先に新装開店。今号から「老人総合研究情報」のタイトルを「老

人研情報」と改めました。デザインを担当した写真室の藤田さんによれば、老人研から情報が勢いよく飛び出るようにと

の願いを込めた由。内容も部分的にですが新しくしました。１年くらいかけて面白いものにできればと考えています。ア

イディアを歓迎します。乞御期待！  
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